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 お買い上げ品の確認 
このたびは、arrows M05をお買い上げいただき、ま
ことにありがとうございます。  
 arrows M05 本体  SIM取り出しピン（試供品） 
 

  
  スタートガイド 
  お願いとご注意（本書） 

 
 
 
 
 
 
      

● リアケースは取り外せません。無理に取り外そうとす
ると破損や故障の原因となります。 

● 本端末の電池は内蔵されており、お客様ご自身では交
換できません。 

● 本書ではmicroSDHCメモリカードおよびmicroSDXCメ
モリカード（microSDメモリカードを含む）を、以降
「SDカード」と記載いたします。 

● 基本的な機能の操作方法などを説明した「かんたん操
作ガイド」は、以下のホームページで公開していま
す。 
http://spf.fmworld.net/fujitsu/c/app/manual/ 
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 マナーとルールを守り安全に使用しましょう 
 

 ルールを守りましょう 
本端末の使いかたを誤ると、機器の発熱・破壊・感
電といった危険を伴い、死亡または重傷を負うおそ
れがあります。以下の内容および「安全上のご注意」
（→P.5）をお読みのうえ、正しくお使いください。 

 こんな使いかたはやめましょう 

本端末をご利用になるときに、誤った使いかたをすると、
けがや故障の原因となります。 

■ 分解・改造 
分解や改造をしないでください。 

■ 水濡れ 
手や本端末が濡れている状態でキャップ類の開閉はしない
でください。 

■ 外部接続端子の接触禁止 
外部接続端子に金属などを触れさせないようにしてくださ
い。 

■ 指定品以外の使用 
本端末に使用する機器は、当社の指定品以外のものは使用
しないでください。 

■ 加熱の禁止 
電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に本端末を入れ
て加熱しないでください。 

■ 運転中 
自動車運転中のご使用は危険なため、法律で禁止されてい
ます。車を安全なところに停車させてからご使用ください。 
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マナーを守りましょう 
本端末をお使いになるときは、周囲への気配りを忘
れないようにしましょう。 

 このようなときは必ず電源を切りましょう  

■ 航空機内 
航空機内での使用は罰せられることがあります。機内で本
端末が使用できる場合は、航空会社の乗務員の指示に従い
適切にご使用ください。 

■ 病院内 
病院など医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの
場所を定めている場合は、その医療機関の指示に従いま
しょう。 

■ 混雑した場所など 
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着
した方が近くにいる可能性があります。植込み型心臓ペー
スメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与えるおそれ
がありますので、事前に本端末の通信機能が使用できない
状態（例：機内モード）に切り替えるか、または電源をお
切りください。 

■ 映画館・劇場・美術館など公共の場所 
静かにすべき公共の場所で本端末を使用すると、周囲の方
への迷惑になります。 
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 マナーを守るための便利な機能  

マナーモード 
電話がかかってきたり、キー操作をしても、本端末から音
が出ないようにします。 

伝言メモ 
電話を受けることができないとき、相手の方の伝言を録音
できます。 

留守番電話サービス 
圏外時や電話に出られないとき、留守番電話センターで伝
言をお預かりします。 
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  安全上のご注意  
● ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの

上、正しくお使いください。また、お読みになった後は
大切に保管してください。 

● ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人へ
の危害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載し
ていますので、必ずお守りください。 

● 次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をし
た場合に生じる危害や損害の程度を説明しています。  

 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死
亡または重傷※１を負う危険が切迫して生
じることが想定される」内容です。 

 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死
亡または重傷※１を負う可能性が想定され
る」内容です。 

 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「軽
傷※２を負う可能性が想定される場合およ
び物的損害※３の発生が想定される」内容
です。 

 
※１ 重傷：失明・けが・やけど（高温・低温）・感電・骨

折・中毒などで後遺症が残るもの、および治療に入
院・長期の通院を要するものを指します。 

※２ 軽傷：治療に入院や長期の通院を要さない、けが・や
けど（高温・低温）・感電などを指します。 

※３ 物的損害：家屋・家財および家畜・ペットなどにかか
わる拡大損害を指します。 

 
  

危険

警告

注意
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 禁止・強制の絵表示の説明 
 

 

禁止（してはいけないこと）を示す記号です。 

 

分解してはいけないことを示す記号です。 

 

水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたり
してはいけないことを示す記号です。 

 

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号で
す。 

 

指示に基づく行為の強制（必ず実行していただ
くこと）を示す記号です。 

 

電源プラグをコンセントから抜いていただくこ
とを示す記号です。 
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 本端末、アダプタ、SIMカード、SIM取り出し
ピンの取り扱いについて（共通） 

 
 
 

 

高温になる場所や熱のこもりやすい場所（火の
そば、暖房器具のそば、こたつや布団の中、直
射日光の当たる場所、炎天下の車内など）で使
用、保管、放置しないでください。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。 

 

電子レンジ、IH調理器などの加熱調理器、圧力
釜などの高圧容器に入れたり、近くに置いたり
しないでください。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。 

 

砂や土、泥を掛けたり、直に置いたりしないで
ください。 
また、砂などが付着した手で触れないでくださ
い。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。防水・防塵性能については以下をご参照く
ださい。 
→P.41「防水／防塵／耐衝撃性能について」 

 

水などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿
など）で濡れた状態では、充電しないでくださ
い。 
また、風呂場などの水に触れる場所では、充電
しないでください。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。防水性能については以下をご参照くださ
い。 
→P.41「防水／防塵／耐衝撃性能について」 

危険
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本端末に強い圧力を加えたり、折損させたりし
ないでください。特に衣類のポケットに入れて
持ち運ぶ場合は、ぶつけたり、物に挟んだりし
ないでください。 
内蔵電池の破損により、火災、やけど、けがな
どの原因となります。 
※ご注意いただきたい例 

 ズボンやスカートのポケットに入れた状態
で座ったり、しゃがんだりする 

 上着のポケットに入れた状態で、扉や自動
車のドアに挟む 

 ソファやベッド、布団など柔らかい物の上
や、床の上で踏みつける 

分解、改造をしないでください。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。 

 

本端末の内蔵電池を取り外そうとしないでくだ
さい。 
火災、やけど、けがなどの原因となります。 

 

本端末の背面カバーを取り外そうとしないでく
ださい。 
火災、やけど、けがなどの原因となります。 

 

金属製のアクセサリーなどをご使用になる場合
は、充電の際に外部接続端子やコンセントに触
れないように十分ご注意ください。 
感電、発火、傷害、故障の原因となります。 
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水などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿
など）で濡らさないでください。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。防水性能については以下をご参照くださ
い。 
→P.41「防水／防塵／耐衝撃性能について」 

 

充電端子や外部接続端子に水などの液体（飲料
水、汗、海水、ペットの尿など）を入れないで
ください。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。防水性能については以下をご参照くださ
い。 
→P.41「防水／防塵／耐衝撃性能について」  

 
 

 

落下させる、踏みつける、投げつけるなど強い
力や衝撃、振動を与えないでください。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。 

 

充電端子や外部接続端子に導電性異物（金属
片、鉛筆の芯など）を接触させたり、ほこりが
内部に入ったりしないようにしてください。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。 

 

使用中や充電中に、布団などで覆ったり、包ん
だりしないでください。 
火災、やけどなどの原因となります。 
 

 

外部接続端子やステレオイヤホン端子に手や指
など体の一部が触れないようにしてください。 
感電、傷害、故障の原因となる場合がありま
す。 

警告
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落下などによって破損し、本端末の内部が露出
した場合、露出部に手を触れないでください。 
感電したり、破損部でけがをしたりすることが
あります。 

 

自動車や原動機付自転車、自転車などの運転中
や歩きながらの操作（音楽再生など）はしない
でください。 
安全性を損ない、事故の原因となります。ま
た、自動車・原動機付自転車運転中の使用は法
律で禁止されています。 
自転車運転中の使用も法律で罰せられる場合が
あります。 

 

本端末は防水性能を有する機種ですが、万が
一、水などの液体（飲料水、汗、海水、ペット
の尿など）がスロットキャップから本端末に
入った場合には、ご使用をおやめください。 
そのまま使用すると、発熱、発火、故障の原因
となります。 

 

所定の充電時間を超えても充電が完了しない場
合は、充電を中止してください。 
過充電などにより、火災、やけど、けがなどの
原因となります。 

 

可燃性ガスが発生する可能性のある場所や粉塵
が発生する場所に立ち入る場合は、必ず事前に
本端末の電源を切り、充電をしている場合は中
止してください。 
可燃性ガスなどへの引火により爆発や火災など
の原因となります。 
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ガソリンスタンド構内などでの使用について
は、各施設の指示に従ってください。 
ガソリンスタンド構内などでは充電をしないで
ください。 
また、ガソリンスタンド構内などでご使用にな
る際は落下等に注意し、特に給油中は使用しな
いでください。 
可燃性ガスなどへの引火により爆発や火災など
の原因となります。 

 

使用中、充電中、保管中に、異臭、異音、発
煙、発熱、変色、変形などの異常がみられた場
合は次の作業を行ってください。 

 電源プラグをコンセントから抜く。 
 本端末の電源を切る。 

上記の作業を行わないと、火災、やけど、け
が、感電などの原因となります。  

 
 

 

破損したまま使用しないでください。 
火災、やけど、けがなどの原因となります。 
 

 

ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な
場所には置かないでください。バイブレータ設
定中は特にご注意ください。 
落下して、けがなどの原因となります。 

 

湿気やほこりの多い場所や高温になる場所での
使用、保管はしないでください。 
火災、やけど、感電などの原因となります。防
水・防塵性能については以下をご参照くださ
い。 
→P.41「防水／防塵／耐衝撃性能について」 

注意
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子供が使用する場合は、保護者が取り扱いの方
法を教え、誤った使いかたをさせないでくださ
い。 
けがなどの原因となります。 

 

乳幼児の手の届く場所に置かないでください。 
スロットキャップのトレイやSIM取り出しピンな
どの小さい部品の保管場所には特にご注意くだ
さい。 
誤飲、けが、感電などの原因となります。 

 

コンセントや配線機器の定格を超えて使用しな
いでください。 
たこ足配線などで定格を超えると、発熱による
火災の原因となります。 

 

本端末を継続して使用される場合や充電中は温
度が高くなることがありますのでご注意くださ
い。また、衣類のポケットに入れたり、眠って
しまうなどして、意図せず継続して触れること
がないようご注意ください。 
アプリ、通話、データ通信、動画視聴など、継
続しての使用や充電中は、本端末やアダプタの
温度が高くなることがあります。温度の高い部
分に直接継続して触れるとお客様の体質や体調
によっては肌の赤みやかゆみ、かぶれ、低温や
けどなどの原因となります。 

 

ステレオイヤホン（市販品）などを本端末に装
着し音量を調節する場合は、少しずつ上げて調
節してください。 
始めから音量を上げすぎると、突然大きな音が
出て耳に悪い影響を与えるおそれがあります。 
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 本端末の取り扱いについて 
 
 
 

 

火の中に投入したり、熱を加えたりしないでく
ださい。 
火災、やけど、けがなどの原因となります。 

 

鋭利なもの（釘など）を刺したり、硬いもの
（ハンマーなど）で叩いたり、踏みつけたりす
るなど過度な力を加えないでください。 
火災、やけど、けがなどの原因となります。 

 

本端末内部の物質が目や口などに入った場合
は、すぐにきれいな水で洗った後、直ちに医師
の診療を受けてください。 
本端末内部の物質の影響により、失明や体調不
良などの原因となります。 

 

内蔵電池は消耗品です。充電しても使用時間が
極端に短いなど、機能が回復しない場合には寿
命ですのでご使用をおやめください。 
発熱、発火、破裂、漏液の原因となります。な
お、寿命は使用状態などにより異なります。  

 
 

 

ライトの発光部を人の目に近づけて点灯、発光
させないでください。特に、乳幼児に対しては
十分に距離を離してください。 
視力障害などの原因となります。また、目がく
らんだり驚いたりしてけがなどの事故の原因と
なります。 

  
 

危険

警告
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自動車などの運転者に向けてライトを点灯、発
光しないでください。 
運転の妨げとなり、事故などの原因となりま
す。 

 

点滅を繰り返す画面を長時間見ないでくださ
い。 
けいれんや意識喪失などの原因となります。 

 

本端末内のSIMカードやSDカードの挿入口に水
などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿な
ど）や金属片、燃えやすいものなどの異物を入
れないでください。 
また、SIMカードやSDカードの挿入場所や向き
を間違えないでください。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。 

 

カメラのレンズに直射日光などを長時間あてな
いでください。 
レンズの集光作用により、火災、やけど、けが
などの原因となります。 

 

航空機へのご搭乗にあたり、本端末の電源を切
るか、機内モードに設定してください。 
航空機内での使用については制限があるため、
各航空会社の指示に従ってください。 
電波により航空機の電子機器に悪影響を及ぼす
原因となります。 
なお、航空機内での使用において禁止行為をし
た場合、法令により罰せられることがありま
す。 
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病院での使用については、各医療機関の指示に
従ってください。 
使用を禁止されている場所では、本端末の電源
を切ってください。 
電波により電子機器や医用電気機器に悪影響を
及ぼす原因となります。 

 

ハンズフリーに設定して通話するときや、大き
な音で着信音が鳴っているとき、待ち受け中な
どは、必ず本端末を耳から離してください。 
また、イヤホンマイクなどを本端末に装着し、
ゲームや動画・音楽再生などをする場合は、適
度なボリュームに調節してください。 
ハンズフリーに設定して通話すると、本端末か
ら大きな音が出ます。 
待ち受け中であっても、突然の着信音やアラー
ム音が鳴動する場合があります。 
大きな音を長時間連続して聞くと、難聴など耳
への障害の原因となります。 
また、音量が大きすぎると周囲の音が聞こえに
くく、事故の原因となります。 

 

心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振動）や
着信音量の設定に注意してください。 
突然の着信バイブレータ（振動）や着信音の鳴
動に驚き、心臓に悪影響を及ぼす原因となりま
す。 

 

医用電気機器などを装着している場合は、医用
電気機器メーカーもしくは販売業者に、電波に
よる影響についてご確認の上ご使用ください。 
電波により医用電気機器などに悪影響を及ぼす
原因となります。 
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高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器
の近くでは、本端末の電源を切ってください。 
電波により電子機器が誤動作するなどの悪影響
を及ぼす原因となります。 
※ ご 注 意 い た だ き た い 電 子 機 器 の 例 

補聴器、植込み型心臓ペースメーカおよび植
込み型除細動器、その他の医用電気機器、そ
の他の自動制御機器など。植込み型心臓ペー
スメーカおよび植込み型除細動器、その他の
医用電気機器をご使用になる方は、各医用電
気機器メーカーもしくは販売業者に電波によ
る影響についてご確認ください。 

 

ディスプレイ部やカメラのレンズを破損した際
には、割れたガラスや露出した本端末の内部に
ご注意ください。 
破損部や露出部に触れると、やけど、けが、感
電などの原因となります。 

 

内蔵電池が漏液したり、異臭がしたりするとき
は、直ちに使用をやめて火気から遠ざけてくだ
さい。 
漏液した液体に引火し、発火、破裂などの原因
となります。 

 

ペットなどが本端末に噛みつかないようご注意
ください。 
内蔵電池の破損により、火災、やけど、けがな
どの原因となります。 

 

メールやインターネット、撮影などをするとき
や、音楽を聴くときなどは周囲の安全を確認し
てください。 
転倒、交通事故の原因となります。  
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ストラップなどを持って本端末を振り回さない
でください。 
けがなどの事故の原因となります。 

 

モーションセンサーのご利用にあたっては、必
ず周囲の安全を確認し、本端末をしっかりと握
り、必要以上に振り回さないでください。 
けがなどの事故の原因となります。 

 

ディスプレイを破損し、内部の物質が漏れた場
合は、顔や手などの皮膚や衣類などにつけない
でください。 
目や皮膚への傷害などを起こす原因となりま
す。 
内部の物質が目や口などに入った場合や、皮膚
や衣類に付着した場合は、すぐにきれいな水で
洗い流してください。 
また、目や口などに入った場合は、洗浄後直ち
に医師の診療を受けてください。 

 

一般のゴミと一緒に捨てないでください。 
火災、やけど、けがなどの原因となります。ま
た、環境破壊の原因となります。不要となった
本端末は、回収を行っている市区町村の指示に
従ってください。 

 

内蔵電池内部の物質が漏れた場合は、顔や手な
どの皮膚や衣類などにつけないでください。 
目や皮膚への傷害などを起こす原因となりま
す。 
内部の物質が目や口などに入った場合や、皮膚
や衣類に付着した場合は、すぐにきれいな水で
洗い流してください。 
また、目や口などに入った場合は、洗浄後直ち
に医師の診療を受けてください。 

注意
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SIMカードの取り外しの際は、指などの体の一部
を傷つけないよう、SIM取り出しピンの先端にご
注意ください。 
SIM取り出しピンの先端に触れると、けがなどの
原因となります。 

 

カメラ、Wi-Fiなどのアプリを使用中に、本端末
が熱くなることがありますので、長時間直接肌
に触れさせたり、紙・布・布団などをかぶせた
りしないでください。 
やけど、故障、発火、火災の原因となります。 

 

自動車内で使用する場合、自動車メーカーもし
くは販売業者に、電波による影響についてご確
認の上ご使用ください。 
車種によっては、電波により車載電子機器に悪
影響を及ぼす原因となりますので、その場合は
直ちに使用を中止してください。 

 

本端末の使用により、皮膚に異状が生じた場合
は、直ちに使用をやめ、医師の診療を受けてく
ださい。 
お客様の体質や体調によっては、かゆみ、かぶ
れ、湿疹などが生じることがあります。 
各箇所の材質について→P.24「使用材料」 

 

本端末の受話口部、スピーカー部、アウトカメ
ラ部に磁気を発生する部品を使用しているた
め、金属片（カッターの刃やホチキスの針な
ど）が付着していないことを確認してくださ
い。 
付着物により、けがなどの原因となります。 

 

ディスプレイを見る際は、十分明るい場所で、
ある程度の距離をとってください。 
暗い場所や近くで見ると視力低下などの原因と
なります。 
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本端末を長時間使い続けると、目の疲れや首・
肩・腰の痛みなどを感じる原因となることがあ
ります。画面を長時間見続けると、「近視」
「ドライアイ」などの目の健康障害の原因とな
ることがあります。 

 アダプタの取り扱いについて 
 
 
 

 

アダプタのコードが傷んだら使用しないでくだ
さい。 
火災、やけど、感電などの原因となります。 

 

雷が鳴り出したら、アダプタには触れないでく
ださい。 
感電などの原因となります。 

 

コンセントにつないだ状態で充電端子をショー
トさせないでください。また、充電端子に手や
指など、身体の一部を触れさせないでくださ
い。 
火災、やけど、感電などの原因となります。 

 

アダプタのコードの上に重いものをのせたり、
引っ張るなど無理な力を加えたりしないでくだ
さい。 
火災、やけど、感電などの原因となります。 

 

コンセントにACアダプタを抜き差しするとき
は、金属製ストラップなどの金属類を接触させ
ないでください。 
火災、やけど、感電などの原因となります。 

 

ACアダプタに海外旅行用の変圧器（トラベルコ
ンバーター）を使用しないでください。 
発火、発熱、感電などの原因となります。 

警告
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本端末にアダプタを接続した状態で、接続部に
無理な力を加えないでください。 
火災、やけど、けが、感電などの原因となりま
す。 

 

濡れた手でアダプタのコードや充電端子、電源
プラグに触れないでください。 
火災、やけど、感電などの原因となります。 
 

 

指定の電源、電圧で使用してください。 
また、海外で充電する場合は、海外で使用可能
なACアダプタで充電してください。 
誤った電源、電圧で使用すると火災、やけど、
感電などの原因となります。 
ACアダプタ：AC100V（家庭用交流コンセント
のみに接続すること） 

 

電源プラグについたほこりは、拭き取ってくだ
さい。 
ほこりが付着した状態で使用すると、火災、や
けど、感電などの原因となります。 

 

アダプタをコンセントに差し込むときは、確実
に差し込んでください。 
確実に差し込まないと、火災、やけど、感電な
どの原因となります。 

 

電源プラグをコンセントから抜く場合は、アダ
プタのコードを引っ張るなど無理な力を加え
ず、アダプタを持って抜いてください。 
アダプタのコードを引っ張るとコードが傷つ
き、火災、やけど、感電などの原因となりま
す。 
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本端末にアダプタを抜き差しする場合は、コー
ドを引っ張るなど無理な力を加えず、接続する
端子に対してまっすぐ抜き差ししてください。 
正しく抜き差ししないと、火災、やけど、け
が、感電などの原因となります。 

 

充電端子が曲がるなど変形した場合は、直ちに
使用をやめてください。また、変形を元に戻し
ての使用もやめてください。 
充電端子のショートにより、火災、やけど、け
が、感電などの原因となります。 

 

使用しない場合は、電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。 
電源プラグを差したまま放置すると、火災、や
けど、感電などの原因となります。 

 

水などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿
など）が付着した場合は、直ちに電源プラグを
コンセントから抜いてください。 
付着物などによるショートにより、火災、やけ
ど、感電などの原因となります。 

 

お手入れの際は、電源プラグをコンセントから
抜いて行ってください。 
抜かずに行うと、火災、やけど、感電などの原
因となります。  

 
 

 

コンセントにつないだ状態でアダプタに継続し
て触れないでください。 
やけどなどの原因となります。 

 
  

注意
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 SIMカードの取り扱いについて 
 
 
 

 

SIMカードを取り扱う際は指などの体の一部を傷
つけないよう、切断面にご注意ください。 
切断面が鋭利になっている場合があり、けがな
どの原因となります。  

 SIM取り出しピンについて 
 
 
 

 

SIM取り出しピンの先端部は、尖っています。本
人や他の人に向けて使用しないでください。 
けがや失明などの原因となります。 
 

 医用電気機器近くでの取り扱いについて 
 
 
 

 

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細
動器などの医用電気機器を装着されている場合
は、装着部から本端末を15cm以上離して携行お
よび使用してください。 
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼ
す原因となります。 
 
 
 
 

注意

警告

警告
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自宅療養などにより医療機関の外で、植込み型
心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器以外
の医用電気機器を使用される場合には、電波に
よる影響について個別に医用電気機器メーカー
などにご確認ください。 
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼ
す原因となります。 

 

身動きが自由に取れないなど、周囲の方と15cm
未満に近づくおそれがある場合には、事前に本
端末を電波の出ない状態に切り替えてください
（機内モードまたは電源オフなど）。 
付近に植込み型心臓ペースメーカおよび植込み
型除細動器などの医用電気機器を装着している
方がいる可能性があります。電波により医用電
気機器の作動に悪影響を及ぼす原因となりま
す。 

 

医療機関内における本端末の使用については、
各医療機関の指示に従ってください。 
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼ
す原因となります。 
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 使用材料 
 

 arrows M05 本体 
 

使用箇所 使用材料／表面処理 

ディスプレイパネル 強化ガラス／AFコーティング 

外装 
ケース 

側面 PA－GF樹脂／アクリル系UV硬
化塗装処理 

リアケース PC＋ABS樹脂／アクリル系UV
硬化塗装処理 

指紋 
センサー 

外周リング アルミ／ダイアカット、アルマ
イト処理 

センサー部 PC／塗装処理 

受話口 PET／塗装処理 

フラッシュ／ライトパネル PMMA樹脂／なし 

アウトカメラパネル PMMA樹脂／AF＋ARコート 

電源キー PC樹脂／アクリル系UV硬化塗
装処理 

音量キー PC樹脂／アクリル系UV硬化塗
装処理 

アシスタントキー PC樹脂／アクリル系UV硬化塗
装処理 

スロット 
キャップ 

キャップ部 PC樹脂／アクリル系UV硬化塗
装処理 

パッキン部 TPU／なし 

トレイ POM樹脂／レーザー刻印 

スピーカーメッシュ PET／塗装処理 

ストラップピン ステンレス鋼／なし 
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使用箇所 使用材料／表面処理 

ステレオイヤホン端子 PA樹脂／なし 

IMEIシート 
シート PET／印刷 

バーコード PET／印刷 

USB Type-C 接続端子 PA樹脂／なし  

 SIM取り出しピン 
 

使用箇所 使用材料／表面処理 

SIM取り出しピン ステンレス鋼／なし 
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  お願いとご注意  
 

 お取り扱いについて  
■ 本端末・SIMカード・ACアダプタ（別売品）に

ついて（共通） 
● 本端末の防水性能（IPX5、IPX8相当）を発揮するために、

スロットキャップをしっかりと取り付けた状態でご使用
ください。 
ただし、すべてのご使用状況について保証するものでは
ありません。本端末内部に浸水させたり、ACアダプタ
（別売品）に水をかけたりしないでください。ACアダ
プタ（別売品）は防水性能を有しておりません。雨の中
や水滴がついたままでスロットキャップの開閉は行わな
いでください。水が浸入して内部が腐食する原因となり
ます。 
調査の結果、これらの水濡れによる故障と判明した場合、
保証の対象外となります。 

● 無理な力がかかるとディスプレイや内部の基板などが破
損し故障の原因となりますので、ズボンやスカートのポ
ケットに入れたまま座ったり、カバンなどの中で重いも
のの下になったりしないようにしてください。外部に損
傷がなくても保証の対象外となります。 

● 本端末のディスプレイは強化ガラスを使用しております
が、無理な力や強い衝撃を与えたりすると割れるおそれ
があります。万が一ディスプレイが欠けたり割れたりし
たときは、使用を中止し破損部に触れないでください。 

● 極端な高温、低温は避けてください。 
 温度は5℃～35℃、湿度は45％～85％の範囲でご使用

ください。 
風呂場でのご使用については、「防水／防塵性能ででき
ること」（→P.41）をご参照ください。 

● ほこりや振動の多い場所では使用しないでください。 
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● 充電端子や指紋センサーなどはときどき掃除してくださ
い。汚れていると正常にご利用いただけない場合があり
ます。また、このとき強い力を加えて充電端子を変形さ
せないでください。 

● 汚れた場合は柔らかい布で乾拭きしてください。ベンジ
ン・シンナー・アルコール・洗剤などを用いると外装や
文字が変質するおそれがありますので使用しないでくだ
さい。 

● 家庭用電化製品（テレビ、スピーカーなど）をお使いに
なっている近くで使用すると、影響を与える場合があり
ますので、離れてご使用ください。 

● 通話中、アプリ使用中および充電中など、ご使用状況に
よっては本端末が温かくなることがありますが異常では
ありません。 

● 子供が使用する場合は、危険な状態にならないように保
護者が取り扱いの内容を教えてください。また、使用中
においても、指示通りに使用しているかをご注意くださ
い。けがなどの原因となります。 

● 腐食性の薬品のそばや腐食性ガスの発生する場所に置か
ないでください。故障、内部データの消失の原因となり
ます。 

● 外部接続端子やステレオイヤホン端子に外部機器などを
お使いになるときは、端子に対してコネクタをまっすぐ
に抜き差ししてください。また、正しい方向で抜き差し
してください。破損、故障の原因となります。 

● キャッシュカード、フロッピーディスク、クレジット
カード、テレホンカードなどの磁気を帯びたものを近づ
けないでください。記録内容が消失する場合があります。 

● SDカードのデータ書き込み中や読み出し中に、振動や
衝撃を与えたり本端末の電源を切ったりしないでくださ
い。データの消失、故障の原因となります。 

● 傷つけたり、折ったり、曲げたり、重いものをのせたり
しないでください。また、落としたり衝撃を与えたりし
ないでください。内部データの消失、故障の原因となり
ます。  
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■ 本端末について 
● 本端末は、電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合

証明などを受けており、次の操作で「技適マーク 」
を確認できます。 
ホーム画面で （設定）→「システム」→「詳細設定」
→「システム情報」→「認証」 

● 本端末に登録された連絡先・メール・ブックマークなど
の内容は、事故や故障・修理、その他取り扱いによって
変化・消失する場合があります。大切な内容は必ず控え
をお取りください。万が一、内容が変化・消失した場合
の損害および逸失利益につきましては、当社では一切の
責任は負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

● 本端末で使用しているディスプレイは、非常に高度な技
術で作られていますが、一部に点灯しないドット（点）
や常時点灯するドット（点）が存在することがあります。
これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承く
ださい。 

● 強く押す・たたくなど、故意に強い衝撃をディスプレイ
に与えないでください。傷や破損の原因となります。 
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● キーやディスプレイの表面に爪や鋭利な物、硬い物など
を強く押し付けないでください。傷の発生や破損の原因
となります。 
タッチパネルは指で軽く触れるように設計されています。
指で強く押したり、先のとがったもの（爪・ボールペ
ン・ピンなど）を押し付けたりしないでください。 
以下の場合は、タッチパネルに触れても動作しないこと
があります。また、誤動作の原因となりますのでご注意
ください。 

 手袋をしたままでの操作 
 爪の先での操作 
 異物を操作面に乗せたままでの操作 
 保護シートやシールなどを貼っての操作 
 ディスプレイに水滴が付着または結露している状態で

の操作 
 濡れた指または汗で湿った指での操作 
 水中での操作 

● 公共の場所でご使用いただく際には、周りの方の迷惑に
ならないようにご注意ください。 

● 動画撮影を繰り返し連続動作させた場合、アプリを長時
間使用した場合は、本端末の一部が温かくなり、長時間
触れていると低温やけどの原因となる場合がありますの
でご注意ください。 

● 操作方法や使用環境によっては、本端末の温度が高くな
ることがあります。その際には安全のため、充電が停止
されたり、画面の明るさが調整される場合があります。
また、本端末の温度が高い状態が続くときは、警告画面
が表示され、本端末の電源が切れる場合があります。 

● カメラ使用時には、本端末の温度が高い状態のまま使用
し続けると、警告画面が表示され自動終了する場合があ
ります。 

● ご使用中に極端に熱くなる場合は、ただちに使用を中止
してください。 
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● 長時間同じ画像を表示させているとディスプレイに残像
が発生することがありますが故障ではありません。残像
発生防止と消費電力節約のため、スリープの設定を短い
時間にすることをおすすめします。 

● ディスプレイを拭くときは柔らかい布で乾拭きしてくだ
さい。濡らした布やガラスクリーナーなどを使うと故障
の原因となります。 

● 照度センサーを指でふさいだり、照度センサーの上に
シールなどを貼ると、周囲の明暗に照度センサーが反応
できずに、正しく動作しない場合がありますのでご注意
ください。 

● 近接センサーの上にシールなどを貼ると、センサーが誤
動作し着信中や通話中にディスプレイの表示が常に消え、
操作が行えなくなることがありますのでご注意ください。 

● 通話中に髪の毛の上から受話口を当てている場合、近接
センサーが正常に動作しなくなり、誤って画面に触れて
しまい通話が遮断される場合があります。 

● 指紋センサーに強い衝撃を与えたり、表面に傷をつけた
りしないでください。 
指紋センサーの故障の原因となるだけでなく、認証操作
ができなくなる場合があります。 

● Exliderに金属を近づけないでください。 
Exliderが誤動作する場合があります。 

● 内蔵アンテナ付近を指や金属物などで触れたりおおった
りすると電波感度が弱まることがあります。 

● スロットキャップは、容易には外れない構造になってい
ますが、強く引っ張るなどの過度の力が加わった場合は
破損を防止するため外れる仕組みとなっています。万が
一、スロットキャップが外れた場合は、取り付けてくだ
さい。 

● 寒い屋外から急に暖かい室内に移動した場合には、本端
末内部に水滴がつくことがあります（結露といいます）。
また、エアコンの吹き出し口などに置くと、急激な温度
変化により結露する場合があります。結露が発生すると
故障の原因になりますのでご注意ください。 
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● 受話音声をお聞きになるときは、受話口が耳の中央に当
たるようにしてお使いください。受話口（音声穴）が耳
周囲にふさがれて音声が聞きづらくなる場合があります。 

● 本端末は不正改造を防止するために容易に分解できない
構造になっています。また、改造することは電波法で禁
止されています。 

● 磁石やスピーカー、テレビなど磁力を有する機器に近づ
けると故障の原因となる場合がありますのでご注意くだ
さい。 

● 本端末を使用しながら充電すると、充電が完了するまで
に時間がかかったり、電池残量が減って充電が完了しな
かったりすることがあります。 

■ タッチパネルについて 
● ポケットやカバンなどに入れて持ち運ぶ際は、画面ロッ

クの状態で収納してください。画面ロックを解除したま
ま収納すると誤動作の可能性があります。 

● タップ操作は指で行ってください。ボールペンや鉛筆な
ど先が鋭いもので操作しないでください。正しく動作し
ないだけでなく、ディスプレイへの傷の発生や、破損の
原因になる場合があります。 

● タッチパネルにシールやシート類（市販の保護フィルム
や覗き見防止シートなど）を貼らないでください。タッ
チパネルが正しく動作しない原因となる場合があります。 

● 爪先でタップ操作をしないでください。爪が割れたり、
けがの原因となる場合があります。 

■ 内蔵電池について 
● 夏期、閉めきった車内に放置するなど極端な高温や低温

環境では、内蔵電池の容量が低下し、ご使用できる時間
が短くなります。また、電池寿命も短くなります。でき
るだけ常温でご使用ください。 

● 内蔵電池はご使用条件により、寿命が近づくにつれて膨
れる場合がありますが、安全上問題はありません。 
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● 内蔵電池は消耗品です。十分に充電しても使用できる時
間が極端に短くなったら、内蔵電池の交換時期です。な
お、内蔵電池はお客様自身では交換できません。内蔵電
池の交換については、本端末をお預かりして有料にて承
ります。お問い合わせ先（→P.59）へご相談ください。
電池の充電能力は次の操作で確認することができます。
ホーム画面で （設定）→「電池」→「電池の性能」 

● 初めてお使いのときや、長時間ご使用にならなかったと
きは、ご使用前に充電してください。 

● 長時間充電が完了しない場合は充電エラーになり、お知
らせLEDが消灯します。充電器から取り外して、充電し
直してください。 

● 電池残量が少なくなると、警告メッセージが表示され、
しばらくすると電源が切れます。電池切れの状態で充電
を開始した場合、電源を入れてもすぐに起動しないこと
があります。その場合は、本端末の電源を切ったまま充
電し、しばらくしてから電源を入れてください。 

● 本端末の内蔵電池の種類は次のとおりです。 
表示 電池の種類 

Li-ion 00 リチウムイオン電池 
 
● リチウムイオン電池は埋蔵量の少ない高価な稀少資源を

使用していますが、これらの貴重な資源はリサイクルし
て再利用できます。リサイクルにご協力ください。  

 
■ ACアダプタ（別売品）について 
● ACアダプタのご使用にあたっては、お使いのACアダプ

タの取扱説明書をご確認ください。 
USB Type-Cケーブルは最大電流2A以上のケーブルをご
使用ください。 

● ご使用にならないときは、電源プラグをコンセントから
抜いてください。 

このマークはリチウムイオン電池の 
リサイクルマークです。 
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● ケーブルを取り外すときは、プラグを持ってまっすぐ引
き抜いてください。無理に引き抜こうとすると、故障や
破損の原因となりますのでご注意ください。 

● ACアダプタのケーブルをアダプタ本体に巻きつけない
でください。感電、発熱、火災の原因となります。 

● ACアダプタのプラグやケーブルの接続部を無理に曲げ
たりしないでください。感電、発熱、火災の原因となり
ます。 

● ACアダプタは、屋内で使用してください。 

■ カメラについて 
● カメラ機能をご使用の際は、一般的なモラルをお守りの

うえご使用ください。 
● カメラのレンズに直射日光が当たる状態で放置しないで

ください。素子の退色・焼付けを起こすことがあります。 
● 本端末の故障・修理・その他の取り扱いによって、撮影

した画像データが変化または消失することがあり、この
場合、当社は変化または消失したデータの修復や、デー
タの変化または消失によって生じた損害、逸失利益につ
いて一切の責任を負いません。 

● 大切な撮影（結婚式など）をするときは、試し撮りをし、
画像を再生して正しく撮影されていることをご確認くだ
さい。 

● 他人の容貌などをみだりに撮影・公表することは、その
人の肖像権などの侵害となるおそれがありますのでご注
意ください。 

● 販売されている書籍や、撮影の許可されていない情報の
記録には使用しないでください。 

  



34  

■ 著作権について 
● 音楽・映像・コンピュータ・プログラム・データベース

などは著作権法により、その著作物および著作権者の権
利が保護されています。こうした著作物を複製すること
は、個人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行うこ
とができます。上記の目的を超えて、権利者の了解なく
これを複製（データ形式の変換を含む）・改変・複製物
の譲渡・ネットワーク上での配信などを行うと、「著作
権侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や
刑事処罰を受けることがあります。本端末を使用して複
製などをなされる場合には、著作権法を遵守のうえ、適
切なご使用を心がけていただきますよう、お願いいたし
ます。また、カメラ機能を使用して記録したものにつき
ましても、上記と同様の適切なご使用を心がけていただ
きますよう、お願いいたします。 

● 本端末に搭載のソフトウェアは著作物であり、著作権、
著作者人格権などをはじめとする著作者等の権利が含ま
れており、これらの権利は著作権法により保護されてい
ます。ソフトウェアの全部または一部を複製、修正ある
いは改変したり、ハードウェアから分離したり、逆アセ
ンブル、逆コンパイル、リバースエンジニアリング等は
行わないでください。第三者にこのような行為をさせる
ことも同様です。 

● 著作権法で別段の定めがある場合を除き、著作権の目的
となっている画像を転送することはできません。 

● カメラを使用して撮影した画像は、個人として楽しむ場
合などを除き、著作権者（撮影者）などの許諾を得るこ
となく使用したり、転送したりすることはできません。
撮影したものをホームページなどで公開する場合も、著
作権や肖像権に十分ご注意ください。なお、実演、興行
および展示物などには、個人として楽しむための撮影自
体が制限されている場合がありますのでご注意ください。 
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■ 肖像権などについて 
● 他人から無断で写真を撮られたり、撮られた写真を無断

で公表されたり、利用されたりすることがないように主
張できる権利が肖像権です。肖像権には、だれにでも認
められている人格権と、タレントなど経済的利益に着目
した財産権（パブリシティ権）があります。したがって、
勝手に他人やタレントの写真を撮り公開したり、配布し
たりすることは違法行為となりますので、適切なカメラ
機能のご使用を心がけてください。 

■ SIMカードについて 
● SIMカードを他のICカードリーダーなどに挿入して故障

した場合は、お客様の責任となりますのでご注意くださ
い。 

● SIMカードのIC（金属）部分に直接手で触れたり、金属
などをあててショートさせたりしないでください。静電
気などにより内部データが変化、消失、故障するおそれ
があります。 

● SIMカードのIC（金属）部分を傷つけないでください。
故障の原因となります。 

● SIMカードのIC（金属）部分はいつもきれいな状態でご
使用ください。お手入れは乾いた柔らかい布でふいてく
ださい。 

● SIMカードにシールなどを貼らないでください。 
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 Bluetooth®機能について 
● 本端末は、Bluetooth®機能を利用した通信時のセキュリ

ティとして、Bluetooth®標準規格に準拠したセキュリ
ティ機能に対応しておりますが、設定内容などによって
セキュリティが十分でない場合があります。Bluetooth®

機能を利用した通信を行う際にはご注意ください。 
● Bluetooth®機能を利用した通信時にデータや情報の漏洩

が発生しましても、責任を負いかねますので、あらかじ
めご了承ください。 

■ 周波数帯について 
本端末のBluetooth®機能が利用する周波数帯は次のとおり
です。 

 

 

2.4FH／XX1 
本端末は2.4GHz帯を使用します。変調方式としてFH-SS変
調方式およびその他の方式を採用し、与干渉距離は約10m
以下です。 

 

 
2400MHz～2483.5MHzの全帯域を使用し、かつ移動体識別
装置の帯域を回避不可であることを意味します。 
利用可能なチャンネルは、国により異なります。 
航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。 

■ Bluetooth®についてのお願い 
 本端末のBluetooth®機能は日本国内規格の認定を取得

しています。一部の国／地域ではBluetooth®機能の使
用が制限されることがあります。海外でご利用になる
場合は、その国／地域の法規制などの条件をご確認く
ださい。 

  

2.4FH/XX1
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 Bluetooth®機器が使用する2.4GHz帯は、さまざまな機 
器 が 共 有 し て 使 用 す る 電 波 帯 で す 。 そ の た め 、
Bluetooth®機器は、同じ電波帯を使用する機器からの
影響を最小限に抑えるための技術を使用していますが、
場合によっては他の機器の影響によって通信速度や通
信距離が低下することや、通信が切断することがあり
ます。 

 通信機器間の距離や障害物、Bluetooth®機器により、
通信速度や通信距離は異なります。 

■ ご使用上の注意 
本端末のBluetooth®機能の使用周波数は2.4GHz帯です。こ
の周波数帯では、電子レンジなどの家電製品や産業・科
学・医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライ
ンなどで使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、
免許を要しない特定の小電力無線局、アマチュア無線局な
ど（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。 
１. 本端末を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用さ

れていないことを確認してください。 
２. 万が一、本端末と「他の無線局」との間に電波干渉の事

例が 発生した場合には、速やかに本端末の使用場所を
変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射を停
止）してください。 

３. ご不明な点やその他お困りのことが起きた場合は、お問
い合わせ先（→P.59）までご連絡ください。 

 Wi-Fi（無線LAN）について 
● 無線LAN（WLAN）は、電波を利用して情報のやり取り

を行うため、電波の届く範囲であれば自由にLAN接続で
きる利点があります。その反面、セキュリティの設定を
行っていないときは、悪意ある第三者に通信内容を盗み
見られたり、不正に侵入されたりする可能性があります。
お客様の判断と責任において、セキュリティの設定を行
い、利用することを推奨します。 
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● 無線LAN機能を利用した通信時にデータや情報の漏洩が
発生しましても、責任を負いかねますので、あらかじめ
ご了承ください。 

■ 周波数帯について 
本端末の無線LAN機能が利用する周波数帯は次のとおりで
す。 

 

2.4DS/OF4 
本端末は2.4GHz帯を使用します。変調方式としてDS-SS方
式およびOFDM方式を採用しています。与干渉距離は約40m 
以下です。 

 

 
2400MHz～2483.5MHzの全帯域を使用し、かつ移動体識別
装置の帯域を回避可能であることを意味します。 
利用可能なチャンネルは、国により異なります。 
航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。
Wi-Fiを海外で利用する場合、ご利用の国によっては使用場
所などが制限される場合があります。その場合は、その国
の使用可能周波数、法規制などの条件をご確認のうえ、ご
利用ください。 

■ Wi-Fi（無線LAN）についてのお願い 
 本端末のWi-Fi（無線LAN）機能は日本国内規格の認定

を取得しています。一部の国／地域ではWi-Fi（無線
LAN）機能の使用が制限されることがあります。海外
でご利用になる場合は、その国／地域の法規制などの
条件をご確認ください。 

 電気製品、AV・OA機器などの磁気を帯びているところ
や電磁波が発生しているところで使用しないでくださ
い。 

  

2.4DS/OF4
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 磁気や電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなった
り、通信ができなくなることがあります（特に電子レ
ンジ使用時には影響を受けることがあります）。 

 テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となった
り、テレビ画面が乱れることがあります。 

 近くに複数のWi-Fi（無線LAN）のアクセスポイントが
存在し、同じチャンネルを使用していると、正しく検
索できない場合があります。 

 Wi-Fi（無線LAN）対応の航空機内であっても本端末は
使用できません。機内モードに設定してから、電源を
お切りください。ただし、一部の航空会社ではご利用
いただける場合もございます。詳細はご搭乗される航
空会社にお問い合わせください。 

■ 2.4GHz機器ご使用上の注意 
WLAN搭載機器の周波数帯では、電子レンジなどの家電製品
や産業・科学・医療用機器のほか、他の同種無線局、工場
の製造ラインなどで使用される免許を要する移動体識別用
構内無線局、免許を要しない特定の小電力無線局、アマ
チュア無線局など（以下「他の無線局」と略す）が運用さ
れています。 
１. 本端末を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用さ

れていないことを確認してください。 
２. 万が一、本端末と「他の無線局」との間に電波干渉の事

例が 発生した場合には、速やかに本端末の使用場所を
変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射を停
止）してください。 

３. ご不明な点やその他お困りのことが起きた場合は、お問
い合わせ先（→P.59）までご連絡ください。 

■ 5GHz機器使用上の注意事項 
本端末に内蔵の無線LANを5.2／5.3GHzでご利用になる場合、
電波法の定めにより屋外ではご利用になれません（5.2GHz
帯高出力データ通信システムのアクセスポイント／中継局
と通信する場合を除く）。 
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本端末が日本で使用できる周波数とチャンネル番号は次の
とおりです。 

 5.2GHz帯：5180～5240MHz（36、38、40、42、44、
46、48ch） 

 5.3GHz帯：5260～5320MHz（52、54、56、58、60、
62、64ch） 

 5.6GHz帯：5500～5700MHz（100、102、104、106、
108、110、112、116、118、120、122、124、126、
128、132、134、136、140ch） 

 FeliCaおよびNFCリーダー／ライターについて 
● 本端末のFeliCaおよびNFCリーダー／ライター,P2P機能

は、無線局の免許を要しない微弱電波を利用しています。 
● 使用周波数は13.56MHz帯です。周囲で他のリーダー／

ライター,P2P機能をご利用の場合、十分に離してお使い
ください。また、他の同一周波数帯を利用の無線局が近
くにないことを確認してお使いください。 

● 航空機内の利用は、事前に各航空会社へご確認ください。
ご利用の国によっては利用が制限されている場合があり
ます。 
その国／地域の法規制などの条件を確認のうえ、ご利用
ください。 

 注意 

FeliCaリーダー／ライター機能は日本国内で利用してくださ
い。 
本端末のFeliCaリーダー／ライター機能は日本国内での無線
規格に準拠しています。 
海外でご利用になる場合は、その国／地域の法規制などの
条件をあらかじめご確認ください。 
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防水／防塵／耐衝撃性能について 

本端末は、スロットキャップをしっかりと閉じた状
態で、IPX5※1、IPX8※2の防水性能、IP6X※3の防塵性
能を有しています。また、MIL規格に準拠する試験※4

をクリアした耐衝撃構造を採用しています。  
※１ IPX5とは、内径6.3mmの注水ノズルを使用し、約3m

の距離から12.5L／分の水を最低3分間注水する条件で
あらゆる方向から噴流を当てても、電話機としての機
能を有することを意味します。 

※２ 本端末におけるIPX8とは、常温で水道水、かつ静水の
水深1.5mのところに本端末を静かに沈め、約30分間
放置後に取り出したときに電話機としての機能を有す
ることを意味します（水中においてカメラ機能は使用
できません）。 

※３ IP6Xとは、保護度合いを指し、直径75μm以下の塵埃
（じんあい）が入った装置に電話機を8時間入れてか
くはんさせ、取り出したときに電話機の内部に塵埃が
侵入しない機能を有することを意味します。 

※４ 米国国防総省が制定したMIL-STD-810G w/Change1
Method 516.7-Shockに準拠した独自の落下試験を実施
しています。 

防水／防塵性能でできること 
● 1時間の雨量が20mm程度の雨の中で、傘をささずに通

話ができます。
 手が濡れているときや本端末に水滴がついているとき

には、スロットキャップの開閉はしないでください。 
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● 常温の水道水で手洗いすることができます。 
 規定（→P.41）以上の強い水流を直接当てないでくだ

さい。 
 ブラシやスポンジ、石鹸、洗剤などは使用しないでく

ださい。 
 泥や土が付着した場合は洗面器などに溜めた水道水の

中で数回ゆすって汚れを落とし、流水で洗い流してく
ださい。 

 洗った後は所定の方法（→P.47）で水抜きしてくださ
い。 

● 風呂場で使用できます。 
 風呂場でご使用後は、所定の方法（→P.47）で水抜き

してください。 
 湯船には浸けないでください。また、お湯の中で使用

しないでください。故障の原因となります。万が一、
湯船に落としてしまった場合には、すぐに拾って所定
の方法（→P.47）で水抜きしてください。 

 温泉や石鹸、洗剤、入浴剤の入った水には絶対に浸け
ないでください。万が一、水道水以外が付着してし
まった場合は、前述の方法で洗い流してください。 

 風呂場では、温度は5℃～45℃、湿度は45%～99%以下
でご使用ください（ただし、温度36℃以上または湿度
86%以上は一時的な使用に限ります）。なお、すべて
の機能の連続動作を保証するものではありません。 

 蛇口やシャワーからお湯をかけないでください。 
 寒いところから暖かい風呂場などに本端末を持ち込む

と、急激な温度変化でディスプレイやケース表面に結
露が発生する場合があります。結露によりディスプレ
イが見にくくなったり、タップ操作がしにくくなった
りした場合は、本端末が常温になるまでお待ちくださ
い。 
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 ご使用にあたっての注意事項 
次のイラストで表すような行為は行わないでくださ
い。 

＜例＞ 

   

   
 
また、次の注意事項を守って正しくお使いください。  
● ACアダプタ（別売品）は防水／防塵性能を有していま

せん。本端末のUSB Type-C接続端子にACアダプタを接
続している状態では、風呂場、シャワー室、台所、洗面
所などの水周りでは使用しないでください。 

● 規定（→P.41）以上の強い水流を直接当てないでくださ
い。本端末はIPX5の防水性能を有していますが、内部に
水が入り、感電や電池の腐食などの原因となります。 

● 万が一、塩水や海水、清涼飲料水などがかかったり、泥
や土などが付着したりした場合には、すぐに洗い流して
ください。乾燥して固まると、汚れが落ちにくくなり、
傷や故障の原因となります。 

● 熱湯に浸けたり、サウナで使用したり、温風（ドライ
ヤーなど）を当てたりしないでください。 

● 本端末を水中で移動させたり、水面に叩きつけたりしな
いでください。 

● プールで使用する際は、その施設の規則を守ってくださ
い。 

● 本端末は水に浮きません。 

石鹸／洗剤／入浴剤
をつける

ブラシ／スポンジ
で洗う 洗濯機で洗う

強すぎる水流を
当てる

海水につける 温泉で使う
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● 水滴が付着したまま放置しないでください。寒冷地では
凍結したりして、故障の原因となります。 

● ステレオイヤホン端子、送話口／マイク、受話口、ス
ピーカー、セカンドマイクに水滴を残さないでください。
通話不良となるおそれがあります。 

● USB Type-C接続端子に水滴を残さないでください。 
● 石鹸、洗剤、入浴剤、シャンプー、リンス、洗顔剤、メ

イク落とし、歯磨き粉などで洗わないでください。付着
した場合はすぐに水で洗い流してください。 

● 洗うときはブラシやスポンジなどは使用せず手で洗って
ください。 

● 洗濯機や超音波洗浄機、食器洗浄機などで洗わないでく
ださい。 

● スロットキャップが開いている状態で水などの液体がか
かった場合、内部に液体が入り、感電や故障の原因とな
ります。そのまま使用せずに電源を切り、お問い合わせ
先（→P.59）までご連絡ください。 

● スロットキャップのゴムパッキンが傷ついたり、変形し
たりした場合は、お問い合わせ先（→P.59）までご連絡
ください。  

 実際の使用にあたって、すべての状況での動作を保証
するものではありません。また、調査の結果、お客様
の取り扱いの不備による故障と判明した場合、保証の
対象外となります。 
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 防水／防塵性能を維持するために 
水や粉塵の侵入を防ぐために、必ず次の点を守って
ください。 
● SIMカードやSDカードの取り付け／取り外し時には、ス

ロットキャップの穴にSIM取り出しピンの先を差し込み、
飛び出したスロットキャップをまっすぐ水平に引き出し
ます。 
※飛び出したスロットキャップを下に強く押さないでく
ださい。スロットキャップの破損の原因となります。 

 

● 使用後はスロットキャップを矢印の方向にまっすぐ水平
に差し込み、〇部分をしっかり押します。本体とスロッ
トキャップの間にすき間がないことを確認してください。 
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● スロットキャップはしっかりと閉じてください。接触面
に微細なゴミ（髪の毛1本、砂粒1つ、微細な繊維など）
が挟まると、水や粉塵が入る原因となります。 

● ステレオイヤホン端子、USB Type-C接続端子、送話口
／マイク、受話口、スピーカー、セカンドマイク、ス
ロットキャップなどを尖ったものでつつかないでくださ
い。 

● 落下させないでください。傷の発生などにより防水／防
塵性能の劣化を招くことがあります。 

● スロットキャップのゴムパッキンは防水／防塵性能を維
持する上で重要な役割を担っています。ゴムパッキンを
はがしたり傷つけたりしないでください。また、ゴミが
付着しないようにしてください。  

 防水／防塵性能を維持するため、異常の有無に関わら
ず、2年に1回、部品の交換をおすすめします。部品の
交換は本端末をお預かりして有料にて承ります。お問
い合わせ先（→P.59）までご連絡ください。 
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 水抜きについて 
本端末を水に濡らすと、拭き取れなかった水が後か
ら漏れてくることがありますので、次の手順で水抜
きを行ってください。 
■１  本端末をしっかりと持ち、表面、裏面を乾いた

清潔な布などでよく拭き取る 

 
■２  本端末をしっかりと持ち、20回程度水滴が飛ば

なくなるまで振る（両面とも同じように振る） 
・ 本端末を振り落とさないように、しっかり握ってくだ
さい。 
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■３指紋センサー／Exlider、ステレオイヤホン端子、

USB Type-C接続端子、送話口／マイク、受話口、
スピーカー、セカンドマイク、キーなどのすき
間に溜まった水を、乾いた清潔な布などに本端
末を10回程度振るように押し当てて確実に拭き
取る 

  
■４  本端末から出てきた水分を乾いた清潔な布など

で十分に拭き取り、自然乾燥させる 
・ 水を拭き取った後に本体内部に水滴が残っている場合
は、水が染み出ることがあります。 

・ すき間に溜まった水を綿棒などで直接拭き取らないで
ください。 
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 充電のときには 
充電時、および充電後には、必ず次の点を確認して
ください。 
● 本端末が濡れている状態では、絶対に充電しないでくだ

さい。 
● 本端末が濡れた後に充電する場合は、よく水抜きをして

乾いた清潔な布などで水を拭き取ってから充電してくだ
さい。 

● USB Type-C接続端子に水滴や異物が入っていないか確
認の上、ご使用ください。 

● USB Type-C接続端子にmicroUSBプラグを差さないでく
ださい。故障、破損の原因となります。 

● ACアダプタは、風呂場、シャワー室、台所、洗面所な
どの水周りや水のかかる場所で使用しないでください。
火災や感電の原因となります。 

● 濡れた手でACアダプタに触れないでください。感電の
原因となります。 

● 本端末が極端に熱くなる場合は、直ちに使用を中止して
ください。 

● 充電／接続のしかたは「かんたん操作ガイド」をご覧く
ださい。 
http://spf.fmworld.net/fujitsu/c/app/manual/ 

 
 
  



50  

 輸出管理規制について 

本製品および付属品は、日本輸出管理規制（「外国
為替及び外国貿易法」およびその関連法令）の適用
を受ける場合があります。また米国再輸出規制
（Export Administration Regulations）の適用を受け
る場合があります。本製品および付属品を輸出およ
び再輸出する場合は、お客様の責任および費用負担
において必要となる手続きをお取りください。詳し
い手続きについては経済産業省または米国商務省へ
お問い合わせください。 

知的財産権について 
 

 商標 
● microSDロゴ、microSDHCロゴ、microSDXCロゴはSD-

3C, LLCの商標です。 

 
● Bluetooth®とそのロゴマークは、Bluetooth SIG, INC の

登録商標で、富士通コネクテッドテクノロジーズ株式会
社はライセンスを受けて使用しています。その他の商標
および名称はそれぞれの所有者に帰属します。 

● USB Type-CTMはUSB Implementers Forumの商標です。 
● Qualcomm®

 aptXTM audio is a product of Qualcomm 
Technologies International, Ltd. Qualcomm is a 
trademark of Qualcomm Incorporated, registered in the 
United States, and other countries, used with permission. 
aptX is a trademark of Qualcomm Technologies 
International, Ltd., registered in the United States and 
other countries, used with permission. 
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● Wi-Fi 、 Wi-Fi ロ ゴ 、 Wi-Fi Alliance 、 WMM 、 Wi-Fi 
CERTIFIED、Wi-Fi CERTIFIEDロゴ、WPA、WPA2、Wi-Fi 
DirectはWi-Fi Allianceの商標または登録商標です。  

  
● iWnn© OMRON SOFTWARE Co., Ltd. 2008-2019 All 

Rights Reserved. 
● 「ATOK」は株式会社ジャストシステムの登録商標です。

「ATOK」は、株式会社ジャストシステムの著作物であ
り、その他権利は株式会社ジャストシステムおよび各権
利者に帰属します。 

 
● 「おサイフケータイ」は、株式会社NTTドコモの登録商 

標です。 
● FeliCaは、ソニー株式会社の登録商標です。 
●  はフェリカネットワークス株式会社の登録商標です。 
● QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
● 「UD新丸ゴ」は、株式会社モリサワより提供を受けて

おり、フォントデータの著作権は同社に帰属します。 
● その他、本書に記載されている会社名や商品名は、各社

の商標または登録商標です。 
● その他のすべての商標は、それぞれの所有者に帰属しま

す。 
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 その他 
● 本製品の一部分に、Independent JPEG Groupが開発した

モジュールが含まれています。 
● FeliCaは、ソニー株式会社が開発した非接触ICカードの

技術方式です。 
● 本製品は、AVCポートフォリオライセンスに基づき、お

客様が個人的に、且つ非商業的な使用のために（i）AVC
規格準拠のビデオ（以下「AVCビデオ」と記載します）
を符号化するライセンス、および／または（ii）AVCビ
デオ（個人的で、且つ商業的活動に従事していないお客
様により符号化されたAVCビデオ、および／またはAVC
ビデオを提供することについてライセンス許諾されてい
るビデオプロバイダーから入手したAVCビデオに限りま
す）を復号するライセンスが許諾されております。その
他の使用については、黙示的にも一切のライセンス許諾
がされておりません。さらに詳しい情報については、
MPEG LA, L.L.C.から入手できる可能性があります。 
http://www.mpegla.com をご参照ください。 

 オープンソースソフトウェア 
● 本製品には、Apache License V2.0に基づきライセンス

されるソフトウェアに当社が必要な改変を施して使用し
ております。 

● 本製品には、GNU General Public License（GPL）、 
GNU Lesser General Public License（LGPL）、その他の
ライセンスに基づくオープンソースソフトウェアが含ま
れています。 
当該ソフトウェアのライセンスに関する詳細は、ホーム
画面で （設定）→「システム」→「端末情報」→
「法的情報」→「サードパーティ ライセンス」をご参
照ください。 
オープンソースライセンスに基づき当社が公開するソフ
トウェアのソースコードは、下記サイトで公開していま
す。詳細は下記サイトをご参照ください。 
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http://spf.fmworld.net/fujitsu/c/develop/sp/android/ 
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 仕様 
 

 本体仕様 
 
 
 
 

CPU SDM450（1.8GHz）オクタコア 
メモリ RAM：3GB 

ROM：32GB 
ディスプレイ 5.8inch Full HD+（2280×1080） 
通信方式 LTE：2.1GHz（Band1）、1.8GHz

（Band3）、800MHz
（Band5,19,26）、700MHz
（Band12,17） 

3G：2.1GHz（Band1）、800MHz
（Band6,19）、850MHz（Band5） 

GSM：850MHz、900MHz、
1800MHz、1900MHz 

カメラ アウトカメラ：1310+500万画素 
インカメラ：800万画素 

防水／防塵 IPX5・IPX8／IP6X 
無線LAN（Wi-Fi） IEEE802.11a/b/g/n/ac準拠※ 
Bluetoothバージョン Bluetooth Ver.4.2 
その他の通信機能 FeliCa／NFC 
外部メモリ 最大400GB（microSD／microSDHC

／microSDXC） 
インターフェース USB Type-C 
センサー GPS、6軸（加速度センサー、角速

度センサー）、地磁気センサー、近
接センサー、照度センサー 

イヤホンマイク
ジャック φ3.5mmイヤホンジャック、4極 
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電源 使用電池 リチウムイオン電池 
公称電圧 3.85V 
公称容量 2880ｍAh 

外形寸法 （H×W×D）約149×72×8.8mm 
質量 約166g 
※対応しているセキュリティプロトコルはOpen、WEP、

WPA/WPA2 PSK、802.1xEAPです。 
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本製品の比吸収率（SAR）について 

この機種【arrows M05】の携帯電話機は、国が定め
た電波の人体吸収に関する技術基準および国際ガイ
ドラインに適合しています。 
電波の人体吸収に関する国の技術基準※1は、人体の
近くで使用する携帯電話機などの無線機器から送出
される電波が人間の健康に影響を及ぼさないよう、
科学的根拠に基づいて定められたものであり、人体
に吸収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収
率（SAR：Specific Absorption Rate）について、
2W/kgの許容値を超えないこととしています。この
許容値は、使用者の年齢や身体の大きさに関係なく
十分に安全な値として設定されており、世界保健機
関（WHO）と協力関係にある国際非電離放射線防護
委員会（ICNIRP）が示した国際的なガイドラインに
おける値と同じ値です。 
本携帯電話機【arrows M05】の頭部におけるSARの
最大値は0.333W/kg※2であり、また下記の方法※3に
よ り 身 体 に 装 着 し た 場 合 の SAR の 最 大 値 は
0.237W/kg※2です。これらは、国が定めた方法に従
い、携帯電話機の送信電力を最大にして測定された
最大の値です。個々の製品によってSARに多少の差
異が生じることもありますが、いずれも許容値を満
たしています。また、携帯電話機は、携帯電話基地
局との通信に必要な最低限の送信電力になるよう設
計されているため、実際に通信等を行っている状態
では、通常SARはより小さい値となります。 
※１ 技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則

第14条の2）に規定されています。 
※２ ＜携帯電話サービス＞と同時に使用可能な無線機能を

含みます。 
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※３ 頭部以外の位置におけるご使用方法  
この携帯電話機は、頭部以外の位置でも使用可能で
す。キャリングケース等のアクセサリをご使用にな
るなどして、身体から1.5センチ以上離し、かつその
間に金属（部分）が含まれないようにすることで、
この携帯電話機は電波の人体吸収に関する国の技術
基準および電波防護の国際ガイドラインに適合しま
す。 
世界保健機関は、『携帯電話が潜在的な健康リスク
をもたらすかどうかを評価するために、これまで20
年以上にわたって多数の研究が行われてきました。
今日まで、携帯電話使用によって生じるとされる、
いかなる健康影響も確立されていません。』と表明
しています。また、電波の影響を抑えたい場合には、
通話時間を短くすること、または携帯電話機を頭部
や身体から離して使用することが出来るハンズフ
リー用機器の利用を推奨しています。SARについて、
さらに詳しい情報をお知りになりたい場合は、下記
のウェブサイトをご参照ください。  
総務省のウェブサイト 
https://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/ele/index.htm  
一般社団法人電波産業会のウェブサイト 
https://www.arib-emf.org/01denpa/denpa02-02.html  
世界保健機関 
https://www.who.int/docstore/peh-
emf/publications/facts_press/fact_japanese.htm  
富士通のホームページ 
https://www.fmworld.net/product/phone/fj/sar/ 
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保証とアフターサービス 
 

 サポート情報の公開について 
● 下記のホームページでサポート情報一覧を公開していま

す。 
http://www.fmworld.net/product/phone/support/ 

 修理について 

修理を申し込む前の準備 

● 故障かどうかをもう一度ご確認ください。詳しくは、
「かんたん操作ガイド」の「故障かな？と思ったら」を
ご覧ください。 

● お申し込み前に必ずサポート情報一覧に掲載されている
「富士通スマートフォン／タブレット修理規定」を確認
のうえ、同意をお願いします。 

● 保証期間内の場合は保証書をお手元にご用意ください。
保証期間は、お買上げ日（保証開始日）から１年間です。
保証期間内は無料で修理させていただきます。ただし、
保証期間内でも有料となる場合があります。詳しくは、
保証書に記載の「無料修理規定」を確認してください。 

● お申し込み時に操作いただく場合があるため、故障品を
お手元にご用意ください。 

● 本端末のデータのバックアップをしてください。修理前
の診断作業および修理過程において、本端末の初期化に
よりデータ消去を行います。弊社ではいかなる作業にお
いても、お客様のデータの保証はいたしかねるため、大
切なデータは必ずお客様ご自身でバックアップしてくだ
さい。 
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 修理の申し込み 

本端末の修理のお申し込み、および取扱説明書に従って操
作しても解決できないトラブルのご相談は、保証書に記載
の「ハードウェアの故障・修理のご相談窓口」までお問い
合わせください。 
なお、お問い合わせの前に必ずサポート情報一覧に掲載さ
れている「富士通スマートフォン／タブレット相談対応規
約」を確認のうえ、同意をお願いします。 

 廃棄・リサイクル 
本製品を廃棄する場合は、一般廃棄物の扱いとなりますの
で、地方自治体の廃棄処理に関連する条例または規則に
従ってください。 

 お問い合わせ先 

お困りのときや、ご不明な点などございましたら、
保証書に記載の「ハードウェアの故障・修理のご相
談窓口」までお問い合わせください。 
お問い合わせの前に、本体のラベルまたは保証書に
記載されている、型名、製造番号（S／N）の確認を
お願いします。 
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● 本書に掲載している画面およびイラストはイメージ
です。実際の製品と異なる場合があります。 

● 本書の内容は、改善のため事前連絡なしに変更する
ことがあります。 

● 

 
● 無断転載を禁じます。 
● 落丁、乱丁本は、お取り替えいたします。 

この取扱説明書はリサイクルに配慮して印刷されています。 
不要になった際は、回収・リサイクルにお出しください。 
 
 
 
 
 

081-0004-8353 

本書に記載されたデータの使用に起因する第三者の
特許権およびその他の権利の侵害については、当社
はその責任を負いません。
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